
1500 年代以前 

補聴器のなか

った時代、人び

とは動物の角や

巻き貝などを耳

にあてて音を大

きくした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９５０年代 

トランジスタ

補聴器誕生 

 

 

 

 

 

１９８６年 

防水型補聴器 

誕生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月に入り、雨の日が続きましたね。補聴器の調子はいかがですか？ 

補聴器を外したら電池残量を調べる、補聴器やイヤモールドをきれいにする、乾燥ケースに入

れる等、それぞれの年齢に合わせて“自分で補聴器の管理ができる”ようにしていきましょう。 

 

 

 

 

みなさんの大事な補聴器がどのように進化したのか見てみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★雑音を抑える（ノイズリダクション） 

補聴器が人の声と雑音をききわけて。雑音だけを減ら

して、人の声をききやすくする。騒がしい場所でも、人の

声がききやすくなる。 

★ハウリングを抑える（ハウリングキャンセラー） 

 ハウリングがおきそうになったときに、補聴器が感知して、ハウリング

の音を打ち消す音を出して、ハウリングを抑える。 

 

上記以外にも、音源がわかりやすい機能、Bluetooth 機能・・・ 

補聴器の機種によって様々な機能が備わっています。 
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文責：松本 

補聴器について知ろう！ 

ワンポイント 

手話 

補聴器の歴史 

１５００年代 

金属製のラッパ

のような形をした

補聴器が登場。電

気式補聴器が誕生

するまで広く使わ

れた。ベートーベ

ンも使用した。 

 

 

 

 

１９００年 

電気式補聴器誕生 

１９５０年代 

耳かけ型誕生 
１９７８年 

オーストラリアで人工内耳の初手術 

 

１９９１年 

デジタル補聴器 

誕生 

音を単純に大

きくするアナロ

グ補聴器ではで

きなかった、き

め細かい音づく

りができるよう

になった。 

 

 

さらに進化している補聴器の機能 

「耳と補聴器のひみつ（学研 まんがでよくわかるシリーズ１２１）」より 

      
「おやこ手話じてん」より 

「ちらかす」 

箱形 


